









































































1 話を聞くとき、机にふせたりせずに座っていることができる。 3.4 4.0
2 話の途中で気になること（物音や窓の外での出来事など）があっても、話を聞くことに戻ることができる。 2.2 3.0
3 １対１で話している場面で、視線を合わせて話を聞くことができる。 2.6 3.0
4 ３、４人で話している場面で、話している人の顔を見て話を聞くことができる。 2.2 2.7
5 話し手の話に合わせて、うなずいたりくびをかしげたりすることができる。 2.6 2.5
?
?
6 1対1で話している場面で、視線を合わせて話すことができる。 2.4 3.2
7 会話の中で、相手の質問に答えることができる。 2.6 3.2
8 学習中の活動や休み時間などで、自分から友達に話しかけることができる。 1.8 2.2
9 活動・遊びなどの後、それに関する話を友達とすることができる。 2.6 2.7
10 最後まで相手の話を聞いてから、答えたり自分の話をしたりできる。 2.0 2.7
?
?
11 自分が成功したときや勝ったときなどにうれしい気持ちを言葉で表すことができる。 2.6 3.5
12 ゲームに勝って「うれしい」などの気持ちを自分からチームの友達に伝え、一緒に喜ぶことができる。 2.2 2.2
13 自分が失敗したときや負けたときなどに、くやしさやいらだたしさ、悲しい、恥ずかしいなどの気持ちを言葉で表すことができる。 1.6 2.2
14 ゲームに負けて「くやしい」などの気持ちを自分からチームの友達に伝え、一緒に残念がることができる。 1.8 1.5
15 自分のチームの友達の言葉かけ (「やったね」「よかったね」など）を受け止め、返事をしたり一緒に喜んだりできる。 2.8 2.5
16 自分のチームの友達の言葉かけ (「ドンマイ」「がんばったよね」など）を受け止め、返事をしたり一緒に残念がったりできる。 1.8 1.7
17 勝った（成功した）相手チームの友達に「よかったね」「やったね」などの言葉をかけてたたえることができる。 1.6 1.7
18 負けた（失敗した）相手チームの友達に、気持ちを考えた言葉かけ（「ドンマイ」、「次はできるよ」など）をすることができる。 1.6 1.7
?
?
? 19 簡単な指示を理解して、自分で行動できる。 3.4 4.0
20 指示が分からないときでも友達の様子を見て行動できる。 2.8 3.5
21 指示が分からないときには、周りの人に質問をすることができる。 2.6 2.2
?
?
22 遊んでいたところに友達が加わっても、遊びをやめたり違う場所に動いたりせずに、一緒に遊ぶことができる。 3.2 3.0
23 遊んでいる仲間に、自分から進んで加わることができる。 2.0 2.0
24 途中で抜けたり、やめたりせずに仲間と活動や遊びを続けることができる。 2.4 2.2
25 ゲームのルールを守って参加することができる。(自分の勝敗に都合のいいようにルールを変えたりしない。） 3.6 3.2
26 ゲームなどで、友達の順番がきたら「どうぞ」「順番がきたよ」などの言葉を友達に言うことができる。 2.2 2.7
27 ゲームなどで、友達の活動の様子を見たり、応援したりすることができる。 2.6 2.2






29 相手の顔の表情の違いに気付くことができる。 2.6 2.7
30 相手の嬉しい・楽しい表情が分かる。 2.4 3.5
31 相手の残念・くやしい表情が分かる。 2.0 2.5
32 相手のいらいら・怒っている表情が分かる。 2.2 3.0
33 相手のごめんなさい（申し訳ない）の表情が分かる。 2.0 2.0






35 自分が失敗したときや負けたときなどに、大きな声を出したり暴れたりせずに、行動することができる。 2.2 3.7
36 ゲームなどで、友達が失敗したときや自分のチームが負けたとき、大きな声を出したり相手を責めたりせずに行動することができる。 2.2 2.0
37 ゲームなどで、ルールを守らない友達がいても、大きな声を出したりたたいたりせずに、行動することができる。 1.8 2.0
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1.6 2.2 1.7 2.5
18 負けた相手チームの友達に、気持ちを考えた言葉かけをすることができる。 1.6 2.2 1.7 2.5











29 相手の顔の表情の違いに気付くことができる。 2.6 2.8 2.7 3.0
30 相手の嬉しい・楽しい表情が分かる。 2.4 2.8 3.5 2.7
31 相手の残念・くやしい表情が分かる。 2.0 2.4 2.5 2.7
32 相手のいらいら・怒っている表情が分かる。 2.2 2.6 3.0 3.0
33 相手のごめんなさい（申し訳ない）の表情が分かる。 2.0 2.4 2.0 3.0

















1.8 3.2 2.0 3.2
38 自分が負けても大人や友達の言葉かけなどで気持ちを切り替えることができる。 2.0 3.2 2.2 3.2
全項目平均 2.3 2.9 2.6 3.3
表 11　チェックリスト　6月と 10 月の比較（抜粋）
→６月よりも 0.5 ポイント以上数値が高まったもの
表 12　家庭で気持ちの温度計を活用した様子
　弟と友達の家へ遊びに行き、兄弟げんかしたことを
母親に伝える。
Ａ　○○（弟の名前）のしつこさに、
　レベル３だよ、俺！！
保護者　けんかをしたことを自分から話してくれた。
― 80 ―
11）小貫悟（2004）：「LD・ADHDへのソーシャルスキ
ルトレーニング」日本文化科学社
12）文部科学省（2009）：「特別支援学校学習指導要領解
説自立活動編」海文堂出版
13）小学校学習指導要領解説　体育編
14）文部科学省（2014）：「特別支援教育の現状と課題」
15）森田ゆり（2003）：「気持ちの本」童話館出版
16）向山洋一（2012）：「苦手な子も参加する体育授業の
原則─ボール運動を例に」明治図書
17）大南英明・吉田昌義（2013）：「障害のある子どもの
ための体育」東洋館出版社
18）笹森洋樹他（2009）：「発達障害のある子どもの自立
活動の指導」明治図書
19）笹田哲（2012）：「体の動きの指導ラカルト」中央法規
20）清水由（2011）：「シンプルで子どもが伸びる体育の
授業づくり」明治図書
21）髙橋あつ子・石橋瑞穂（2015）：「自己理解イラスト
教材」ほんの森出版
22）上野一彦編（2006）：「実践ソーシャルスキルマニュ
アル」明治図書
23）上野一彦他（2012）：「図解よくわかるソーシャルス
キルトレーニング実例集」ナツメ社
24）上野一彦編（2014）：「ソーシャルスキルトレーニン
グ実践教材集」ナツメ社
25）渡辺弥生（2011）：「子どもの感情表現ワークブック」
明石書店
26）柳原良平（1988）：「かおかおどんなかお」こぐま社
